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生
月
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
研
究

坂

井

生

は

じ

め

に

本
稿
は
長
崎
県
生
月
に
お
け
る
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
に
関
す
る
調
査
報
告
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
世
界
宗
教
史
上
ま
れ
に
み
る
特
異
な
宗
教
現
象
で
あ
り
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
仏
教
、
神
道
そ

の
他
の
民
間
信
仰
が
幾
重
に
も
混
在
し
た
一
つ
の
宗
教
体
系
の
信
徒
群
で
あ
る
。
か
つ
て
、
宣
教
師
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
を
日
本
の
信
徒
が
確
実
に
受
容
す
る
に
い
た
る
前
に
、
宣
教
師
は
放
逐
さ
れ
、
多
く
の
指
導
者
は
殉
教
の
死
を
と
げ
て
い
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
う
し
た
適
切
な
指
導
者
を
欠
く
一
般
信
徒
、
と
く
に
農
民
信
徒
が
、
ヵ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
本
質
と
真
理
と
を
理
解
し
な
い
ま
ま

に
多
神
教
的
宗
教
的
風
土
の
只
中
に
お
か
れ
、
強
硬
な
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
対
処
す
べ
く
仏
教
徒
を
装
っ
た
結
果
、
今
日
み
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
一
神
教
の
す
が
た
を
ま
っ
た
く
喪
失
し
た
特
異
な
宗
教
体
系
の
形
成
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
初
年
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
布
教
が
再
開
さ
れ
、
多
く
の
潜
伏
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
教
会
に
復
帰
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
一
部
は
頑
固
に
教
会
復
帰
を
拒
絶
し
、
父
祖
伝
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
群
が
今
日
「
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
」
（
自
主
自
の
目

E
2
－s・
0
】さ
H
0
0
の
V

ユ
agロ
）
と
呼
ば
れ
る
人
々
な
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
現
在
、
九
州
で
も
長
崎
県
下
に
の

み
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
は
お
よ
そ
三
つ
に
分
た
れ
る
。
ハ
門
生
月
お
よ
び
平
戸
の
獅
子
、
根
獅
子
、
飯
良
な
ど
、
口
出
津
、
黒
崎
と

い
っ
た
外
海
地
方
、
そ
し
て
白
外
海
地
方
か
ら
移
住
し
た
五
島
列
島
で
あ
る
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
古
野
清
人
氏
は
そ
の
著

一
一
五



一
一
六

『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
に
お
い
て
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
総
人
口
を
お
よ
そ
三
万
内
外
と
推
定
し
、
「
人
口
の
自
然
増
加
を
考
慮
し
て

も
、
現
在
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
や
行
事
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
質
的
に
向
上
す
る
こ
と
も
、
ま
た
信
徒
数
が
減
少
こ
そ
す
れ
増
加
す
る
こ

と
も
と
も
に
推
測
が
で
き
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
今
日
に
お
い
て
は
過
大
に
推
定
し
た
と
し
て
も
、

一
万
を
大
き
く
こ
え

る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

吉
野
氏
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
は
減
少
こ
そ
す
れ
増
加
す
る
こ
と
は
推
測
で
き
な
い
旨
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
も
種
々
の
機
会

に
キ
リ
シ
タ
ン
の
衰
退
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
今
日
の
実
態
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
の
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
具
体
的
な
調
査
地
と
し
て
選
択
し
た
の
は
生
月
で
あ
る
。
生
月
に
お
い
て
は
、
今
日
も
依
然

と
し
て
諸
行
事
を
行
う
な
ど
明
確
な
祭
杷
組
織
が
機
能
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
他
所
に
比
し
て
生
月
に
数
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
温
存

し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
の
祭
杷
組
織
に
関
す
る
古
野
氏
の
先
行
研
究
が
存
し
、
時
間
軸
で
の
比
較
を
可
能

に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
古
野
氏
に
よ
る
調
査
結
果
と
の
比
較
を
試
み
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
組
組
織
面
で
の

減
少
傾
向
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

つ
い
で
、
か
か
る
祭
杷
組
織
に
所
属
す
る
個
々
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
教
生
活
を
観
察
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
お
水
授
け
お
よ
び

オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
の
二
項
を
と
り
あ
げ
、
か
れ
ら
の
信
仰
の
強
弱
の
度
合
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
次
世
代
に

対
す
る
信
仰
の
伝
達
、
継
承
の
す
が
た
、

つ
ま
り
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
実
践
の
存
続
性
の
問
題
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
が
本
稿
の
今

一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
減
少
が
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
外
的
な
客
観
的
状
況
に
由
来
す
る
こ
と
が
た
し
か
に
大
で
あ
る

と
し
て
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
自
体
に
お
け
る
内
部
か
ら
の
弱
体
化
も
否
定
で
き
な
い
現
実
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
生
月
調
査
は
い
ま
だ
緒
に
つ
い
た
段
階
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
と
く
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
将
来
に
つ
い
て
の
性
急
な
結
論
は
慎

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
か
れ
ら
の
在
り
方
の
よ
り
正
確
な
方
向
性
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ

で
は
中
間
報
告
的
試
論
を
の
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。



な
お
、

本
稿
は
庭
野
平
和
財
団
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
と
く
に
記
し
て
、
同
財
団
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

一
、
生
月
の
概
要

東
西
の
最
も
広
い
南
端
部
で
三
・
五

生
月
島
は
約
七

0
0
メ
ー
ト
ル
の
辰
の
瀬
戸
（
生
月
瀬
戸
）
を
へ
だ
て
て
、
平
戸
市
の
西
北
に
位
置
す
る
南
北
一

0
・
三
キ
ロ
、
幅
は

キ
ロ
、
面
積
二
ハ
・
五
二
キ
ロ
の
細

長
い
島
で
あ
る
。
平
戸
市
の
薄
香
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
、
左
手
に
キ
リ
シ

タ
ン
殉
教
の
聖
地
で
あ
る
中
江
ノ
島

を
望
み
な
が
ら
、
四

O
分
ほ
ど
で
生

月
の
一
部
港
に
着
く
。
島
の
中
央
部

に
は
標
高
二
八
六
メ
ー
ト
ル
の
番
岳

生月のかくれキリシタン研究

が
そ
び
え
、
東
側
の
傾
斜
地
か
ら
海

岸
線
に
か
け
て
段
状
の
水
田
と
集
落

が
み
ら
れ
、
西
側
は
断
崖
と
な
っ
て

海
に
落
ち
て
い
る
無
住
地
域
で
あ
る
。

番
岳
周
辺
は
、
今
日
、
肉
牛
の
放
牧

地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

近
世
末
ま
で
は
、
こ
の
番
岳
を
境

司、
中江ノ島

N
4十
｜

図略島月生図

七



一
一
八

に
し
て
北
部
は
生
属
（
一
部
｜
壱
部
と
も
記
す
）
、
南
部
は
山
田
と
に
分
た
れ
て
い
た
が
、

両
村
が
合
併
し
て
明
治
行
政
村
と
し
て
の
生
月
村
が
誕
生
、

一
八
八
九
（
明
治
一
一
一
一
）
年
生
月
、
山
田
の

一
九
四
O
（
昭
和
一
五
）
年
町
制
を
施
行
し
て
一
島
一
町
の
長
崎
県
北
松
浦

郡
生
月
町
の
形
成
を
み
た
。
集
落
は
農
業
集
落
と
し
て
の
「
在
」
と
漁
業
集
落
と
し
て
の
「
浦
」
と
に
区
分
さ
れ
る
。

一
部
は
一
部
在
と

い
わ
れ
る
森
・
大
久
保
・
岳
崎
な
ど
、
さ
ら
に
南
の
堺
目
、
辻
・
上
川
・
木
場
な
ど
の
里
（
元
触
）

お
よ
び
一
部
浦
か
ら
な
っ
て
い
る
。

山
田
は
山
田
・
正
和
・
日
草
な
ど
の
在
と
舘
浦
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
の
陪
か
に
、
島
の
北
端
に
御
崎
が
あ
る
。

触
な
ど
か
ら
の
移
住
者
に
よ
る
集
落
を
形
成
し
、
農
業
主
体
の
半
農
半
漁
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
今
日
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
ほ
と

一
部
在
、
堺
目
、
里
（
元
触
）
、
山
固
な
ど
と
い
っ
た
農
業
集
落
の
在
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。

一
部
、
堺
目
、
元

ん
ど
は
、

一
九
八
人

（
昭
和
六
三
）
年
現
在
、
生
月
町
の
人
口
は
九
、

四一

O
人
（
う
ち
男
四
、
五
八
二
、
女
四
、
八
二
人
）
、
世
帯
数
は
二
、

一
九
六
O
（
昭
和
三
五
）
年
度
の
人
口
は
一
一
、
五

O
六
で
あ
り
、
そ
の
聞
の
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
う
人

口
の
都
市
集
中
化
と
農
漁
村
部
の
過
疎
化
の
影
響
を
受
け
て
若
干
漸
減
の
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
さ
ほ
ど
大
き
な
人
口
の
減
少
が
み
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
月
に
お
け
る
産
業
構
造
は
表
1
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
月
で
は
漁

業
お
よ
び
建
設
業
が
い
た
っ
て
盛
ん
で
あ
り
、
多
く
の
就
業
人
口
を
か
か
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
舘
浦
漁
港
を
基
地
と
す
る

四
七
八
で
あ
る
。

遠
洋
漁
船
が
中
心
の
大
・
中
型
ま
き
網
は
堅
調
で
、
そ
の
水
揚
げ
額
は
年
間
一
五

O
億
円
に
も
達
し
て
お
り
、

一
、
五

O
O人
前
後
の
就

労
を
可
能
に
し
て
い
る
。
同
じ
く
建
設
業
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
現
在
架
橋
中
の
生
月
大
橋
お
よ
び
そ
の
付
帯
道
路
と
島
内
周
遊
道
路
工

事
、
あ
る
い
は
長
崎
県
内
外
の
土
木
工
事
は
多
く
の
島
民
に
就
労
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
農
業
就
労
者
の
減
少
は
こ
こ
生
月
で
も
例
外
で
は
な
く
、

一
九
六
O
（
昭
和
三
五
）
年
の
農
業
就
労
人
口
一
、
五
一
五
人
か
ら
、

一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
の
そ
れ
は
八
七
五
人
と
約
半
数
に
激
減
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
生
月
に
お
い
て
も
専
業
農
家
は
決
し
て
多

く
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
兼
業
で
あ
り
、
し
か
も
大
部
分
が
第
二
種
兼
業
な
の
で
あ
る

（表
2
参
照
）
。
兼
業
農
家
の
か
な
り
の
部
分
は
漁

業
や
建
設
業
に
従
事
し
て
お
り
‘
こ
の
事
実
は
の
ち
に
の
べ
る
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
動
向
と
必
ず
し
も
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。



生月のかくれキリシタン研究

~全1奇 35 60 

言十 男 女 言十 男 女

第1次産業

農 業 1,515 586 929 610 209 401 

林 業 4 4 

漁、 業 1,608 1,584 24 1,500 1,461 39 

言十 3,127 2,174 953 2,110 1,670 440 

第2次産業

鉱 業 2 2 

建 設 業 415 377 38 578 453 122 

製 造 業 341 77 264 229 74 155 

計 758 456 302 807 527 280 

第3次産業

卸売・小売業 415 139 276 416 110 306 

金融・保険・不動産業 25 17 8 39 12 27 

運輸・通信業 122 98 24 223 199 24 

電気・ガス・水道業 5 5 3 2 1 

サー ピス業 422 221 201 499 235 264 

・:i,、h， 務 70 54 16 97 73 24 

分類不能の産業 1 1 2 2 

計 1,060 534 526 1,279 633 646 

l口>. 計 4,945 3,164 1,781 4,196 2,830 1,366 

15歳以上人口 7,312 3,576 3,736 7,165 3,473 3,692 

総 人 口 11,506 5,748 5,758 9,323 4,543 4,780 

表 1 生月町産業別就業人口

区分 農 家 数 農 家 人 口

年次（昭記入総数
専業

兼業
総数

農業従事者数
九

第1種第2種 計 男 女

55 528 25 116 387 2,664 933 225 678 

60 513 38 72 403 2,423 875. 239 636 

表2 生月町農家数、人口、従事者数 （農業センサス 単位：戸・人）



。

キ
リ
シ
タ
ン
に
は
農
業
関
係
者
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
生
月
農
業
の
主
要
生
産
物
は
米
が
主
体
で
あ
り
、
と
く
に
近
年
「
こ
し
ひ
か
り
」

の
早
期
作
付
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
麦
類
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
そ
れ
に
肉
用
牛
の
肥
育
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

二
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
略
史

今
日
の
生
月
に
お
け
る
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
背
景
と
な
る
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
あ
ら
ま
し
を
、
当
時
の

文
献
を
中
心
に
再
構
成
し
て
お
き
た
い
。

生
月
が
属
す
る
平
戸
松
浦
氏
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ピ
エ
ル
の
平
戸
来
訪
に
は
じ
ま
る
。

五
四
九
（
天
文
一
人
）
年
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
ザ
ピ
エ
ル
は
、
翌
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
平
戸
入
港
の
報
に
接
し
て
平
戸
を
訪
れ
た
。
鹿
児

島
に
帰
っ
た
か
れ
は
京
都
へ
の
途
上
、
再
度
平
戸
を
訪
ね
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
交
易
を
熱
望
し
て
い
た
領
主
松
浦
隆
信
の
盛
大
な
歓
迎

（

6
）
 

を
う
け
、
二
ヶ
月
ほ
ど
の
滞
在
中
に
約
一

O
O名
の
者
に
洗
礼
を
授
け
て
い
る
。
そ
の
後
も
宣
教
師
は
平
戸
を
中
心
に
領
内
の
布
教
に
つ

と
め
、
多
数
の
信
徒
を
得
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
三
人
の
身
分
の
高
き
武
士
」
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
中
の
二
人

は
松
浦
氏
の
親
戚
か
っ
重
臣
で
生
月
の
領
主
、
龍
手
凹
安
経
（
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
）
と
一
部
勘
解
由
（
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
）

あ
る
。
と
く
に
、
龍
手
田
安
経
は
自
ら
宣
教
師
と
と
も
に
島
内
の
各
地
を
布
教
し
て
廻
り
、
そ
の
結
果
、

の
兄
弟
で

一
五
五
九
（
永
禄
二
）
年
に
は

「
こ
の
領
主
は
パ

l
ド
レ
の
勧
に
従
ひ
い
ま
だ
教
徒
た
ら
ざ
る
農
民
お
よ
ぴ
家
臣
等
な
ら
び
に
自
己
の
家
族
一
同
を
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
せ

り
。
教
徒
の
数
は
総
計
千
五
百
内
外
な
り
。
彼
は
パ

l
ド
レ
と
と
も
に
村
々
に
行
き
て
説
教
し
帰
依
を
勧
め
、
寺
院
よ
り
偶
像
を
取
出
し

て
会
堂
と
な
し
、
ま
た
所
々
に
死
者
の
た
め
の
墓
地
を
造
り
大
な
る
十
字
架
を
建
て
た
り
」
と
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
月
布
教
に
足
跡
を
残
し
た
ア
ル
メ
イ
ダ
に
よ
る
、
一
五
六
一
（
永
禄
四
）
年
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
の
ベ
る
。
「
こ
の
島

の
人
々
は
二
千
五
百
に
し
て
、
八
百
人
は
教
徒
な
る
べ
し
。
予
が
陸
地
に
着
す
る
や
、
多
数
の
人
々
待
ち
受
け
ゐ
た
り
。
：
：
：
諸
人
は
甚

だ
親
切
に
予
を
迎
へ
、
そ
の
習
慣
に
従
ひ
、
行
き
て
十
字
架
を
拝
し
た
る
後
会
堂
に
赴
け
り
。
堂
は
甚
だ
大
に
し
て
美
し
く
、
か
つ
甚
だ



整
頓
し
、
見
る
者
を
し
て
喜
ば
し
め
た
り
。
そ
の
後
実
査
し
た
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
建
物
に
は
六
百
人
余
を
容
る
べ
し
」
と
。
こ

の
会
堂
で
ア
ル
メ
イ
ダ
は
朝
夕
説
教
を
な
し
、
子
供
た
ち
に
ド
チ
リ
ナ
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、

き
な
十
字
架
が
生
月
に
お
い
て
建
立
さ
れ
た
と
の
報
告
も
見
出
さ
れ
る
。
「
生
月
に
お
い
て
建
て
た
る
も
の
の
う
ち
最
も
美
麗
な
る
も
の

一
五
六
三
（
永
禄
六
）
年
の
正
月
に
大

に
し
て
、
大
な
る
賑
を
も
っ
て
会
堂
よ
り
同
所
ま
で
一
レ
グ
ワ
の
約
四
分
の
一
の
間
行
列
を
な
し
た
り
。
行
列
に
は
一
千
内
外
の
キ
リ
シ

タ
ン
参
加
し
、
皆
花
環
を
携
へ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
数
人
踊
り
て
前
に
進
め
り
」
と
。
こ
の
巨
大
な
十
字
架
は
、
「
ク
ル
ス
の
辻
」
が
な
ま

っ
て
「
黒
瀬
の
辻
」
と
今
日
呼
ば
れ
て
い
る
高
台
に
建
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
前
後
数
十
年
が
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
最
盛
期
で
あ
る
。
パ

l
ド
レ
の
来
島
時
に
は
朝
夕
説
教
を
聴
き
、
聖
体
を
拝
領
し
た
。
昼
間

に
は
女
性
が
、
夜
に
は
男
性
が
告
解
を
な
し
、
「
生
月
に
は
十
歳
以
上
の
男
女
で
告
白
し
な
い
者
は
誰
も
い
な
く
な
っ
た
ほ
ど
」
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
か
れ
ら
は
「
驚
ろ
く
べ
き
熱
心
さ
と
涙
と
を
も
っ
て
聖
体
を
拝
領
し
、
か
れ
ら
が
聖
体
を
拝
領
す
る
前
の
夜
、
教
会
の
中
だ

け
で
な
く
そ
の
付
近
で
も
十
字
架
の
前
で
行
っ
て
い
た
の
・
は
、
皆
そ
れ
に
よ
っ
て
信
心
を
強
め
た
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
鞭
打
ち
の
苦
業
で
あ

っ
た
」
と
も
い
う
。

ア
ル
メ
イ
ダ
が
一
五
六
一
年
「
こ
の
島
の
人
々
は
二
千
五
百
に
し
て
、
八
百
人
は
教
徒
な
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
前
に
引
用

生月のかくれキリシタン研究

（
天
正
九
）
年
度
の
イ
エ
ズ
ス
会
報
告
で
は
、
「
平
戸
の
地
は
わ
が
教
の
大
敵
で
あ
る
異
教
徒
の
領
主
〔
松
浦

鎮
信
〕
の
所
領
で
あ
っ
て
、
彼
の
臣
下
で
あ
り
、
ま
た
親
戚
で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
大
身
数
人
の
島
々
〔
生
月
、
度
島
等
〕
に
在
る
約
四

干
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
告
白
を
聴
き
、
こ
れ
を
教
化
す
る
ほ
か
に
な
い
。
こ
の
カ
ザ
に
は
パ
l
ド
レ
二
人
が
カ
ザ
の
諸
儀
式
を
助
け
行
ふ
日

し
た
。
そ
れ
が
一
五
八

本
人
数
人
と
共
に
駐
在
し
、
イ
ル
マ
ン
等
の
ノ
ピ
シ
ヤ
ド
を
修
了
す
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
伝
え
て

い
る
。
四
千
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
は
生
月
、
度
島
の
み
な
ら
ず
、
平
戸
領
内
の
春
日
、
獅
子
、
根
獅
子
、
飯
良
な
ど
当
時
の
文
献
に
散
見
さ

れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
の
総
人
口
に
匹
敵
す
る
数
で
あ
る
。
回
北
耕
也
氏
は
「
こ
の
こ
と
か
ら
推
し
て
生
月
に
二
千
五
百
乃
至
三
干
の
信

徒
が
居
っ
た
」
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
生
月
の
全
人
口
に
近
く
、
島
民
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
で
あ
っ
た
と
い
っ
て



一一

も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
盛
況
も
ほ
ど
な
く
終
湾
の
日
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
積
極
的
に
キ
リ
シ
タ
ン
布
教

に
努
め
た
生
月
領
主
ア
ン
ト
ニ
オ
寵
手
回
安
経
が
一
五
人
二
（
天
正
一

O
）
年
に
急
死
し
た
。
そ
の
子
ド
ン
・
ジ
エ
ロ
ニ
モ
安
一
は
父
の

遺
志
を
継
い
で
信
仰
に
熱
心
で
あ
り
、
宣
教
師
を
厚
遇
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
五
八
七
（
天
正
一
五
）
年
突
知
と
し
て
、
豊

臣
秀
吉
が
博
多
に
お
い
て
「
日
本
は
神
固
た
る
処
」
で
は
じ
ま
る
有
名
な
『
伴
天
連
追
放
令
』
を
発
布
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ロ
イ
ス
が

（日）

デ
ウ
ス
の
教
の
大
敵
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
熱
心

「
こ
の
地
〔
平
戸
の
港
お
よ
び
こ
れ
に
属
す
る
数
箇
の
烏
〕

の
殿
は
異
教
徒
で
、

な
仏
教
徒
で
あ
っ
た
領
主
松
浦
鎮
信
は
、
政
治
上
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
公
然
た
る
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
を
避
け
て
い
た
父
隆
信
の
一
五
九
九

（
慶
長
四
）
年
の
死
を
機
会
に
、
松
浦
一
族
と
家
臣
の
中
の
す
べ
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
改
宗
棄
教
を
強
要
し
た
の
で
あ
る
。
「
恐
ろ
し
い

危
険
な
嵐
が
平
戸
で
起
っ
た
。
平
戸
の
老
侯
〔
松
浦
隆
信
〕

信
〕
が
、
：
：
：
ド
ン
・
ジ
ロ
ラ
モ

が
死
ん
で
、
そ
の
子
で
異
教
徒
で
あ
り
す
で
に
国
を
治
め
て
い
た
法
印
〔
鎮

〔
龍
手
目
安
一
〕
と
そ
の
子
ド
ン
・
ト
マ
ツ
ソ

一
同
に
、
キ
リ
ス
ト
を
棄
て
る
こ
と
を
命
じ
、
領
内
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
一
人
も
残
さ
な
い
決
心
を
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
地
獄
の
敵

（
悪
魔
）
は
日
本
で
最
も
古
い
キ
リ
シ
タ
ン
団
の
破
械
の
た
め
に
武
装
し
た
」
と
パ
リ
ニ
ヤ
l
ノ
は
報
告
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
龍
手
回
安
一
を
は
じ
め
と
す
る
龍
手
回
、
一
部
の
両
氏
は
同
年
所
領
も
地
位
も
一
切
を
放
棄
し
て
、
そ
の
信
仰
を
守
る
べ

く
生
月
信
徒
六
百
余
名
と
と
も
に
生
月
を
去
り
、
長
崎
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
は
「
長
崎
で
は
治
外
法
権
の
町
か
ら
四
半
リ

ュ
l
離
れ
た
所
に
あ
る
往
時
の
学
林
内
と
、
大
村
の
領
内
と
に
避
難
所
を
宛
て
が
は
れ
」
た
と
い
う
。
寵
手
田
氏
の
家
臣
と
し
て
生
月
島

〔
清
一
己
及
ぴ
親
族
・
家
臣
の
他
平
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン

の
統
治
に
当
っ
て
い
た
ガ
ス
バ
ル
西
玄
可
も
そ
の
治
権
を
剥
奪
さ
れ
、
棄
教
を
強
要
さ
れ
た
が
応
ず
る
こ
と
な
く
、

四
）
年
妻
子
と
と
も
に
殉
教
の
死
を
と
げ
た
。
今
日
、
黒
瀬
の
辻
に
あ
る
か
れ
ら
の
墓
地
は
、
「
ガ
ス
バ
ル
様
」
の
名
で
キ
リ
シ
タ
ン
の

一
六
O
九
（
慶
長

聖
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
は
、
か
れ
ら
の
信
仰
の
擁
護
者
を
次
々
と
失
い
、

一
転
し
て
殉
教
の
歴
史
と
な
る
の
で
あ
る
。



レ
オ
ン
・
パ
ジ
エ
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

一
六
二
二
（
元
和
人
）
年
に
は
、

そ
の
前
年
潜
入
し
て
平
戸
お
よ
び
そ
の
周
辺
の

島
々
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
指
導
に
当
り
、
田
平
で
殉
教
し
た
宣
教
師
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
オ
の
宿
主
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
・
テ
ン
カ
モ
ト
・
ザ
エ
モ

ン

（
坂
本
左
衛
門
）

（
出
口
て
そ
れ
に
ジ
ロ
エ
モ
ン
（
次

と
島
々
に
渡
る
た
め
の
舟
の
寄
付
者
ダ
ミ
ヤ
ン
・
イ
ス
ラ
イ
・
イ
ン
デ
グ
チ

郎
右
衛
門
）
が
中
江
ノ
島
で
、

ヨ
ハ
ネ
・
ヤ
ニ
ヌ
ラ
（
雪
ノ
浦
次
郎
衛
門
か
）
、
パ
ウ
ロ
・
ツ
カ
モ
ト

士
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
・
オ
タ
（
太
田
）
が
生
月
で
殉
教
し
た
、
と
。
さ
ら
に
、
一
六
二
四
（
寛
永
元
）
年
に
は
ヨ
ハ
ネ
・
サ
カ
モ
ト
お
よ
び

（
塚
本
）

そ
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
修

ダ
ミ
ヤ
ン
・
出
口
の
両
家
族
が
、
「
只
管
将
軍
の
寵
を
欲
し
、
何
よ
り
所
領
の
安
堵
を
望
ん
で
ゐ
た
松
浦
肥
前
殿
（
鎮
信
ご
の
迫
害
に
よ

っ
て
、
同
じ
く
中
江
ノ
島
で
殉
教
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
パ
ジ
エ
ス
に
よ
る
生
月
の
殉
教
記
録
は
、
こ
の
年
を
最
後
に
跡
絶
え
で
い

る
が
、
迫
害
が
こ
れ
で
終
泊
施
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
キ
リ
シ
タ
ン
の
多
く
が
殉
教
の
死
を
と
げ
た
中
江
ノ
島
は
、
今
日
「
お
中
江
様
」
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
で
あ
る
。

洗
礼
、
も
ど
し
あ
る
い
は
正
月
の
「
家
払
い
」
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
聖
水
は
、
こ
の
中
江
ノ
島
か
ら
汲
み
と
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
、
生
月
に
は
殉
教
者
と
関
連
す
る
多
く
の
聖
地
が
存
在
し
て
い
る
。

生月のかくれキリシタン研究

一
部
の
「
お
屋
敷
山
」
は
、
前
述
の
松
浦
鎮
信
の
弾
圧
を
避
け
て
ジ
エ
ロ
ニ
モ
龍
手
田
安
一
ら
と
と
も
に
長
崎
に
退
去
し
た
ジ
ョ
ア
ン

一
部
勘
解
由
と
そ
の
子
パ
ル
タ
ザ
ル
の
屋
敷
跡
で
あ
る
。
こ
の
山
で
は
迫
害
時
代
に
一

O
O人
以
上
の
信
徒
が
殺
害
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
一
部
在
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
り
こ
の
山
の
木
の
伐
採
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
「
六
ヶ
所
寄
り
」
（
四
月
中
旬
）
や

「
お
屋
敷
様
」
（
旧
八
月
二
九
日
）
の
行
事
が
行
な
わ
れ
る
聖
地
で
あ
る
。
堺
目
の
「
ア
ン
ト
ウ
様
」
は
殉
教
者
ア
ン
ト
ニ
オ
庄
平
の
遺

骸
を
葬
っ
た
場
所
と
伝
え
て
い
る
。
同
じ
く
堺
目
の
「
幸
四
郎
山
」
は
「
サ
ン
・
パ
ブ
ロ

l
様
」
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
山
に
入
っ
て
薪
を

取
る
と
病
気
に
な
る
、
古
い
草
履
を
は
い
て
入
つ
て
は
い
け
な
い
、
な
ど
の
伝
承
が
あ
る
。
生
月
の
最
南
西
部
の
岩
崖
の
下
、
暖
竹
の
生

茂
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
「
ダ
ン
ジ
ク
様
」
は
、
迫
害
を
逃
れ
て
五
島
方
面
に
脱
出
を
計
っ
て
い
た
弥
市
兵
衛
と
妻
マ
リ
ア
、
そ
の
子
ジ
ョ

ア
ン
の
三
殉
教
者
を
記
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
こ
の
暖
竹
の
中
に
隠
れ
て
い
た
際
、
ジ
ョ
ア
ン
が
泣
い
た
の
を
舟
上
の
役
人
に
発
見
さ
れ

一
一



四

て
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
こ
の
地
に
海
上
か
ら
は
決
し
て
行
か
な
い
し
、
舟
を
着
け
る
と
大
風
大
波
が
起

（勾）

こ
る
と
い
う
。
島
原
の
乱
後
、
平
戸
藩
は
強
硬
な
弾
圧
策
を
講
じ
、

一
六
四
五

（
正
保
二
）
年
に
疑
わ
し
き
キ
リ
シ
タ
ン
家
族
全
員
を
殺

害
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
山
田
の
「
千
人
松
」
は
こ
の
多
数
の
殉
教
者
の
遺
骸
を
埋
葬
し
た
場
所
で
あ
る
。
舘
浦
の
「
人
体
様
」

は
七
人
の
殉
教
者
の
中
の
一
人
が
妊
娠
し
て
い
た
の
で
「
人
体
様
」
だ
と
い
い
、
今
日
で
は
安
産
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
生
月
に
殉
教
者
と
関
連
す
る
聖
地
が
多
く
存
し
て
い
る
事
実
は
、
こ
の
地
に
お
い
て
き
わ
め
て
き
び
し
い
詮

索
と
弾
圧
が
続
き
、
多
く
の
殉
教
者
の
鮮
血
が
流
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

か
く
て
、
生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
寺
請
制
度
の
施
行
も
あ
り
、
宣
教
師
を
は
じ
め
と
す
る
指
導
者
を
欠
い
た
ま
ま
、
表
面
的
に
は
仏
教

徒
を
装
い
な
が
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
行
事
の
保
持
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
大
部
分
は
里
免
に
あ
る
禅
宗
竹
鞭
山
永
光
寺
の

檀
家
で
あ
り
、
若
干
が
舘
浦
の
天
台
宗
妙
法
院
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
月
に
祭
記
さ
れ
て
い
る
住
吉
神
社
、
白
山
神
社
、
比
売
神
社

の
氏
子
で
も
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
今
日
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
）
、
仏
教
、
神
道
、
民
間
信
仰
な
ど

｛幻）

い
わ
ゆ
る
「
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
」
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
混
在
す
る
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
を
特
徴
と
す
る
、

三
、
也
市

間

組

織

前
項
で
の
べ
た
よ
う
に
、
相
続
く
迫
害
と
弾
圧
の
中
に
も
は
や
宣
教
師
に
よ
る
指
導
が
期
待
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
潜
伏
状
態
に
お
か

れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
自
ら
の
手
で
信
仰
と
行
事
を
維
持
し
て
い
く
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
祭
組

組
織
が
や
が
て
形
成
さ
れ
、
と
も
か
く
も
そ
の
信
仰
と
行
事
の
体
系
が
持
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
般
信
徒
の

上
に
立
つ
宗
教
的
役
職
者
が
、
宣
教
師
、
イ
ル
マ
ン
あ
る
い
は
同
宿
に
代
る
指
導
的
存
在
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
役
職
者
に
指
導
さ
れ
た
祭
杷
組
織
が
、
今
日
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
続
に
大
き
な
機
能
を
果
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。
現

在
に
お
い
て
も
、
そ
の
組
織
機
能
は
充
分
に
作
動
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。



生
月
に
お
い
て
は
、
大
字
に
相
当
す
る
地

と
、
小
字
に
当
る
集
落
を

「
触
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
今
日
、
キ
リ
シ

区
を

「免」

タ
ン
の
祭
組
組
織
が
存
続
し
て
い
る
の
は
、

一
部
在
、
堺
目
、
里
、
山
田
の
四
つ
の
免
で

あ
る
。
こ
の
祭
杷
組
織
は
免
H
触
と
い
う
地

縁
的
社
会
構
造
の
上
に
成
立
し
て
お
り
、
各

免
に
は
数
名
の
「
お
授
け
役
」
が
、
そ
し
て

そ
の
下
部
構
造
で
あ
る
各
触
に
「
つ
も
と
」

が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
部
に
は
平

均
五
戸
か
ら
な
る
「
組
」
（
コ
ン
パ
ン
ヤ
）

が
あ
る
。
組
を
代
表
す
る
者
を
「
み
弟
子
」

生月のかくれキリシタン研究

ま
た
は
「
組
親
」
と
い
う
（
図
2
参
照
）
。

生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
記
組
織
に
お
い
て

最
高
の
地
位
を
占
め
る
の
は
「
お
授
け
役
」

お授け役

（おじ様）

つもと

組 組組組組

（コンパンヤ）（コンパンヤ）（コンパンヤ）（コンパンヤ）（コンパンヤ）

(:i~五）
世帯世帯世帯世帯

生月キリシタン祭組組織図 2

で
あ
り
、
通
称
「
お
じ
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
任
務
は
名
称
の
示
す
通
り
洗
礼
（
お
水
授
け
）
を
授
け
る
こ
と
、
お
よ
び
葬
儀
に
際

つもと

（御番役）

つもと

し
て
「
も
ど
し
」
と
い
う
行
事
を
執
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
も
ど
し
」
と
は
故
人
が
現
世
で
お
か
し
た
罪
過
を
清
め
て
、
霊
魂
の
故
郷

（包）

で
あ
る
天
の
パ
ラ
イ
ゾ
に
も
ど
す
葬
送
の
儀
式
で
あ
る
。
か
く
て
、
お
授
け
役
は
つ
ね
に
心
身
を
清
く
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
数
多
く

の
タ
ブ
ー
に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
。

五



納戸神（一部在） 納戸神（山田 ）

ームー
ノ、

お堂内部（堺目）



生月のかくれキリシタン研究

「
つ
も
と
」
（
し
ば
し
ば
「
津
元
」

（お
）

の
字
が
当
て
ら
れ
る
）

lま

生
月
に
特
徴
的
と
も
い
わ
れ
る
「
納
戸
神
」
、
か
れ
ら
の
用
語

で
の
「
お
神
様
」
「
御
前
様
」
を
保
管
安
置
し
て
い
る
家
で
あ

り
、
そ
の
戸
主
を
「
お
番
役
」
ま
た
は
「
親
父
様
」
と
い
う
。

納
戸
神
と
は
か
つ
て
の
潜
伏
期
に
秘
密
を
守
る
べ
く
納
戸
に
隠

さ
れ
た
祭
記
対
象
で
あ
り
、
聖
画
（
肉
筆
画
掛
軸
｜
中
に
は
明

（堺目）

治
以
降
に
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
が
持
込
ん
だ
と
恩
わ
れ
る
聖
画

も
あ
る
）
、
鋳
像
、

メ
タ
ル
等

、々

そ
れ
に
か
つ
て
は
鞭
打
ち

に
用
い
今
で
は
呪
術
的
用
具
と
な
っ
て
い
る
オ
テ
ン
ペ
ン
シ
ヤ

堂

な
ど
の
遺
物
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
納
戸
神
を
保
管
す
る

一
部
在
お
よ
び
堺
目
で
は
世
襲
制
で
あ
り
、
今
日
、

つ
も
と
は
、

お

堺
目
お
よ
び
里
の
上
川
に
は
お
堂
が
建
立
さ
れ
て
杷
ら
れ
て
い

る
。
里
と
山
田
に
あ
っ
て
は
三
年
な
い
し
五
年
の
輪
番
制
で
あ

る
。
御
番
役
が
統
轄
す
る
世
帯
は
「
垣
内
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

つ
も
と
に
所
属
す
る
下
部
組
織
と
し
て
「
組
」

（
コ
ン
パ
ン

ヤ
）
が
あ
る
。
コ
ン
パ
ン
ヤ
は
ボ
ル
ト
カ
ル
語
の
円
。
ョ
古
田
口
E
S

に
由
来
す
る
と
い
う
。
組
の
代
表
者
が
「
み
弟
子
」
で
あ
り
、

つ
も
と
行
事
に
組
を
代
表
し
て
参
加
す
る
し
、
組
の
行
事
た
と

え
ば
「
お
札
」
を
預
り
、
そ
の
会
を
定
期
的
に
主
宰
し
な
け
れ

七



一
二
人

ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
杷
組
織
は
、
か
つ
て
は
長
崎
県
下
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
に
ひ
ろ
く
み
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
明
確
な
す
が
た
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
生
月
の
み
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
生
月
に
お
け
る
こ
の
組
織
も
か
な
り
の
減
退
を
強
い
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
近
年
、
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
組
織

の
衰
微
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
か
ら
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

生
月
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
田
北
耕
也
氏
で
あ
る
。
そ
の
著
『
昭
和
時
代
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
』
に
お
い
て
、
「
生
月
に
お
け
る
こ
の
宗
団
組
織
を
一
覧
表
に
し
、
昭
和
某
年
の
役
職
者
を
揚
げ
る
が
、
考
え
る
所
が
あ
っ
て
、
年
代

を
示
さ
な
い
」
と
年
代
表
記
を
断
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
昭
和
初
期
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
生
月
全
体
で
お
授

け
役
一
一
、
御
番
役
二
四
、
組
一

O
五
、
組
所
属
世
帯
五
七

O
で
あ
る
。

田
北
氏
の
調
査
が
昭
和
初
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
お
よ
そ
三

O
年
を
経
た
一
九
五
六
（
昭
和
三
二
年
に
吉
野
清
人
氏
が
詳

細
な
調
査
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
吉
野
調
査
に
よ
る
と
、
お
授
け
役
一
一
、
御
番
役
二
二
、
組
八
一
、
所
属
世
帯
四
三
七
で
あ
る
。
国
北

調
査
と
比
較
す
れ
ば
、
お
授
け
役
、
御
番
役
は
と
も
に
ほ
と
ん
ど
変
化
を
み
な
い
も
の
の
、
組
お
よ
び
所
属
世
帯
数
に
お
い
て
は
、
そ
れ

｛鶴｝

ぞ
れ
七
七
・
一
四
%
、
七
五
・
九
六
%
の
存
続
率
で
あ
り
、
お
よ
そ
四
分
の
三
に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

a
 

吉
野
氏
の
調
査
か
ら
さ
ら
に
三

O
年
を
経
過
し
た
今
日
の
す
が
た
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
吉
野
調
査
の
今
日
版
の
作

成
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
0
年
間
の
日
本
に
お
い
て
は
高
度
経
済
成
長
が
大
き
く
展
開
し
、
と
り
わ
け
農
漁
村
あ
る
い
は
離
島
か

ら
の
都
市
移
動
が
激
化
、
農
漁
村
の
過
疎
化
が
急
速
に
進
行
し
た
変
動
の
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
近
年
若
年
層
の
既
成
宗
教
に
対
す

る
関
心
が
と
み
に
減
退
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
け
る
今
日
（
一
九
八
八
年
）
の
生
月
に
お
け
る
実

態
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

お
授
け
役
人
、
御
番
役
一
九
、
組
六
七
、
組
所
属
キ
リ
シ
タ
ン
世
帯
＝
二

O
で
あ
り
、
存
続
率
は
吉
野
調
査
と
比
較
し
て
、
組
八
二
・



生月のかくれキリシタン研究

お授け役 つ番もと
（御役） 組 世帯 備 考

一部在 大岡留一 平田義雄 5 ( 7) 25 ( 33) びゃの首

川崎雅市 5 ( 5) 25 ( 32) 大久保・種子

小川政治 1 ( 1) 3 ( 3) ぜんじゃ

大岡留一 7 ( 7) 40 ( 50) 岳の下

増山隼吉 2 ( 2) 10 ( 11) 居場

ー－・・・・ー．．．－－ー，．．司・・・・・・・・・・・ー・・・・・ーー，．．．

計20(22) 103 029) 

堺目 船原久敏 末永武男 8 (19) 35 (112) 上宿・中宿

鳥山泰隆 ・下宿

（お堂） 準会員 49 

山田 吉永始雄 小楠 肇 2 ( 2) 12 ( 12) 山田在

村川要一 2 ( 1) 7 ( 8) 

糸平堅重 3 ( 4) 13 ( 14) 

石原則雄 1 ( 1) 7 ( 7) 

百板忠男 吉川作市 2 ( 2) 4 ( 4) 日草

船原博司 3 ( 3) 7 ( 7) 

川浪l正雄 1 ( 1) 3 ( 4) 

村尾律雄 出口須奈生 3 ( 3) 9 ( 10) 正和

橋ノ上巌 3 ( 3) 9 ( 9) 

植松 栄 2 ( 3) 8 ( 9) 

ー・・ーー．．．．．．ーーーーーー・・・・・・ー・・・・・ーーーー・・・・・・

計22(23) 79 (84) 

里 岳本利広 長田正敏 7( 7) 37 ( 50) 辻

門田幸雄 田淵英一 6 ( 6) 39 ( 40) 木場

回i刻善一 （お堂） 4( 4) 17 ( 22) 上川

...噌，，－－－－－－－－－－－－－・－・・・・－－－ー・ーーーー－－－－－

計17(17) 93 (112) 

九
総計 8 (11) 19 (22) 67 (81) 310 (433) 生月

表3 生月キリシタンの祭記組織 (1988年度） （ ）内は古野調査



。

七
二
%
、
所
属
世
帯
七

0
・
九
四
%
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
堺
目
で
は
組
織
形
態
に
若
干
の
変
更
が
み
ら
れ
、
組
に
は
属
さ
な
い
が

つ
も
と
に
会
費
を
支
払
っ
て
い
る
い
わ
ば
準
会
員
世
帯
四
九
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
ふ
く
め
る
と
、
生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
世
帯
合
計
は
三
五

九
と
な
り
、
八
二
・
一
五
%
の
存
続
率
で
あ
る
。
今
日
の
組
織
の
状
況
を
表
に
示
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。

」
の
表
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

一
部
在
に
お
い
て
は
、

か
つ
て
は
お
授
け
役
は
二
名
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
名
で
あ
る
。
そ
の
各
集
落
（
触
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
世
襲

制
の
つ
も
と

（
御
番
役
）

が
存
し
、
吉
野
調
査
時
か
ら
み
た
組
お
よ
び
所
属
世
帯
の
存
続
率
は
九
0
・
九
一
%
と
七
九
・
八
四
%
で
あ
る
。

山
田
で
は
各
触
ご
と
に
お
授
け
役
が
お
り
、
そ
の
下
に
数
ヶ
所
の
つ
も
と
が
存
し
て
い
る
。
組
お
よ
び
所
属
世
帯
の
存
続
率
は
九
五
・
六

五
%
と
九
四
・
O
五
%
と
、
生
月
四
地
区
の
中
で
最
も
高
い
存
続
率
を
示
し
て
い
る
。
里
に
お
い
て
は
、
辻
、
木
場
の
触
に
輪
番
制
の
お

授
け
役
と
つ
も
と
が
あ
り
、
上
川
の
み
は
お
堂
で
あ
る
。
組
の
存
続
率
は
一
O
O
%
で
あ
る
が
、
所
属
世
帯
は
八
三
・
O
四
%
と
な
っ
て

い
る
。
堺
目
は
上
宿
、
中
宿
、
下
宿
の
一
一
一
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
も
と
と
一
九
の
組
が
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
組
が
減
少
し

経
済
的
に
無
理
が
く
る
と
の
理
由
で
、

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
に
三
つ
の
つ
も
と
が
合
併
、
か
つ
て
の
教
会
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

焼
山
に
お
堂
を
建
立
し
、
そ
こ
に
納
戸
神
を
記
っ
て
い
る
。
現
在
堺
目
に
は
八
組
が
存
し
、
そ
の
所
属
世
帯
は
三
五
で
存
続
率
は
四
二
・

一
一
%
と
＝
二
・
二
五
%
と
き
わ
め
て
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
準
会
員
世
帯
を
ふ
く
め
る
と
七
五
%
の
存
続
率
と

な
る
。
幾
分
か
の
近
代
化
を
目
指
し
た
変
革
が
、
む
し
ろ
組
織
の
弱
体
化
を
招
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

さ
ら
に
、
生
月
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
と
し
て
の
御
崎
が
あ
る
。
島
の
北
端
の
こ
の
地
は
一
部
在
、
堺
目
、
里
か
ら
の
移
住
者
か
ら
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
な
わ
り
、
堺
目
な
わ
り
、
里
（
元
触
）

な
わ
り
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
古
野
調
査
時
の
一
九
五
六
（
昭
和
三
二
年
に
、

御
崎
に
は
一
部
系
の
組
二
、
二
二
世
帯
、
堺
目
系
の
組
四
、
三
三
世
帯
と
六
つ
の
組
が
構
成
さ
れ
、
里
系
の
世
帯
は
里
の
組
に
所
属
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
御
崎
独
自
の
組
は
す
べ
て
解
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
区
の
組
の
所
属

と
な
っ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
組
組
織
は
免
（
大
字
）

ー
触
（
小
字
）

と
い
う
地
縁
社
会
構
造
を
基
盤
に
し
て
、
納
戸
神
・
御

前
様
と
い
う
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
群
を
中
核
に
組
織
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

お
授
け
役
、
御
番
役
な
ど
の
役
職
者
（
役
中
）
、

組
（
コ
ン
パ
ン
ヤ
て
そ
の
所
属
世
帯
数
に
お
い
て
、
三

O
年
以
前
の
古
野
清
人
氏
の
調
査
時
と
比
較
し
て
お
よ
そ
二

O
%前
後
の
減
少

が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
今
日
も
依
然
と
し
て
か
な
り
強
固
な
組
織
率
を
維
持
し
な
が
ら
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

回
、
洗
礼
と
オ
ラ
シ
ヨ

前
項
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
を
お
授
け
役
｜
御
番
役
｜
組
（
コ
ン
パ
ン
ヤ
）

と
い
う
祭
杷
組
織
の
局
面
か
ら
観

察
す
る
限
り
、
か
れ
ら
に
つ
い
て
一
般
に
語
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
の
大
き
な
減
退
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
キ
リ
シ

タ
ン
社
会
に
お
け
る
各
個
人
の
宗
教
生
活
に
か
か
わ
る
局
面
で
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
お
水
授
け
（
洗
礼
）
と
オ
ラ
シ
ョ
の
奉
唱
を

と
り
あ
げ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
の
度
合
い
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
し
て
存
続
性
の
問
題
を
さ
ら
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

お
水
授
け
、
洗
礼
が
キ
リ
シ
タ
ン
伝
来
の
当
初
よ
り
、
き
わ
め
て
重
要
か
っ
不
可
欠
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い

で
あ
ろ
う
。
今
日
に
お
い
て
も
、

お
水
授
け
の
儀
式
を
司
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
役
職
者
「
お
水
授
け
」
（
お
じ
さ
ま
）

は
、
依
然
と

生月のかくれキリシタン研究

し
て
こ
の
社
会
の
最
高
の
権
威
を
あ
た
え
ら
れ
、
最
高
の
尊
敬
を
享
受
し
て
い
る
。
ま
た
、

お
水
授
け
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
聖
水
サ

ン
・
ジ
ワ
ン
様
は
、
か
れ
ら
の
父
祖
の
殉
教
地
中
江
ノ
島
か
ら
汲
み
と
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

お
水
授
け
の
実
態
に
関
す
る
先
行
研
究
を
見
出
し
え
な
い
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
過
去
の
そ
れ
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
た
だ
し
、
古
老
の
い
う
「
か
つ
て
は
一

O
歳
、
お
そ
く
と
も
一
五
歳
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
の
者
が
お
水
授
け
を
、
つ
け
た
」
と
の
言
葉

は
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
（
コ
ン
パ
ン
ヤ
）
所
属
世
帯
一
一
一
一

O
の
戸
主
の
受
洗
状
況
は
、
地
区
（
免
）
に
よ
り
若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
全
体
で
二
五
一
名
（
八

0
・一

O
%）
が
お
水
授
け
を
う
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
里
免
で
は
戸
主
九
三
名
全
員
が
受
洗
し

一



て
お
り
、
ま
さ
に
一
O
O
%
の
受
洗
率
で
あ
る
。

一
部
在
で
も
一
O
三
名
の
う
ち
九
五

名
（
九
二
・
二
三
%
）
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
組
お
よ
び
所
属
世
帯
の
存

続
率
で
最
高
値
を
示
し
た
山
田
で
は
七
九
名
中
三
三
名
（
四
0
・
五
一
%
）
と
か
な
り

低
く
、
み
弟
子
の
な
か
に
も
未
受
洗
者
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
組
織
を
変
更
し
た
堺
目

で
は
、
組
所
属
世
帯
戸
主
三
五
名
の
う
ち
三
O
名
（
八
五
・
七
一
一
%
）
が
受
洗
、
準
会

員
に
あ
っ
て
は
四
九
名
中
二
一
名
（
四
二
・
八
六
%
）

と
や
は
り
低
い
す
が
た
で
あ
る
。

か
く
て
、
地
区
に
よ
り
差
異
が
み
ら
れ
は
す
る
が
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
全
体
を
み
る
限

り
、
祭
杷
組
織
の
場
合
と
同
じ
く
、
戸
主
の
受
洗
率
は
か
な
り
の
高
さ
を
示
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
約
六
O
を
数
え
る
未
受
洗
世
帯

と
い
え
ど
も
組
の
構
成
員
た
り
う
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
す
で
に
山
田
で
数
例
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
未
受
洗
者
で
あ
っ
て
も
み
弟
子
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
に
再
ぴ
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
組
所
属
世
帯
戸
主
の
受
洗
に
関
し
て
は
高
率
を
示
し
て
い
る
と
は

い
え
、
そ
の
家
族
の
受
洗
状
況
に
自
を
転
ず
る
と
事
情
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な
っ
て
く

一
部
在
の
事
例
を
の
べ
て
み
よ
う
（
表
4
参
照
。
夫
ま
た
は
妻
が
す
で
に
死
亡
し

るて
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
の
受
洗
の
有
無
に
よ
り
算
出
し
た
）
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
と
も
に
受
洗
し
て
い
る
の
は
一
O
三
世
帯
の
う
ち
六
二
世
帯

つ
ま
り
、
夫
か
奏
の
い
ず
れ
か
（
夫
の
方

で
、
全
体
の
六
0
・
一
九
%
に
す
ぎ
な
い
。

が
多
数
）
と
い
う
の
が
四
O
%
ほ
ど
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
d
。
さ
ら
に
こ
れ
を
戸

一一一一一一

よ点1夫婦と子供 夫婦 夫のみ 妻のみ 受洗世帯計 無受洗世帯 世帯数

80以上 3 。 。 。 3 。 3 

70～79 4 7 2 。 13 。 13 

60～69 4 22 2 。 28 。 28 

50-59 。 15 7 。 22 2 2准

40～49 。 6 10 1 17 。 17 

30-39 。 1 10 1 12 6 18 

言十 11 51 31 2 95 8 103 

（一部在）組所属家族の受洗状況表4



主
の
年
齢
別
に
み
る
と
、

八
O
歳
代
で
は
三
組
全
部
、
七
O
歳
代
で
二
二
組
中
一
一
組
（
八
四
・
六
二
%
）
、
六
O
歳
代
二
八
組
中
二
六

と
、
夫
婦
の
受
洗
は
高
齢
者
ほ
ど
高
い
比
率
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
的
に
、
年
齢
が
下
降
す
る
に
し
た
が
い
、
五

O
歳
代
二
四
組
中
一
五
組
（
六
二
・
五
%
）
、
四
O
歳
代
一
七
組
中
六
組
（
三
五
・
二
九
%
）
、
三
O
歳
代
に
な
る
と
一
八
組
中
わ
ず
か
に

組
（
九
二
・
八
六
%
）

一
組
（
五
。
五
六
%
）

と
い
っ
た
き
わ
め
て
低
い
数
値
を
示
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
堺
目
に
お
い
て
は
、
組
所
属
世
帯
三
五
中
二
一

組
（
三
四
・
二
九
%
）
が
夫
婦
と
も
に
受
洗
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
す
べ
て
が
五
O
歳
以
上
で
あ
る
。
準
会
員
に
あ
っ
て
は
四
九
組
中
わ

ず
か
四
組
（
八
・
二
ハ
%
）
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
が
明
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
統
に
お
い
て
重
要
か
つ
不
可
欠
の
通
過
儀
礼
で
あ
る
お
水
授
け
を

一
部
在
で
六
O
%
、
堺
目
で
は
三
四
%
で
あ
り
、
そ
れ
も
高
齢
者
に
多

う
け
て
い
る
夫
婦
が
、
組
に
所
属
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

く
年
齢
が
下
る
に
つ
れ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
次
世
代
へ
の
伝
達
、
継
承
の
問
題
に
大
き
な
危
倶
の
念

を
い
だ
か
せ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
強
度
そ
し
て
次
世
代
へ
の
伝
達
、
継
承
問
題
は
、
そ
れ
と
直
接
的
な
か
か
わ
り
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
子
供
の

（表
4
参
照
）
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
現
在
役
職
に
就
い
て
い
る
六
O
歳

受
洗
状
況
を
み
る
こ
と
で
一
一
層
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る

生月のかくれキリシタン研究

を
こ
え
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
か
ら
れ
の
子
供
の
頃
に
は
一
O
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
お
水

授
け
を
う
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
の
洗
礼
時
に
「
へ
こ
親
」
（
「
抱
き
親
」
）
に
な
っ
て
く
れ
た
人
物
に
対
し
て
は
、
盆
正
月
の

一
O
三
世
帯
を
擁
す
る
一
部
在
の
場
合
、
夫
婦
そ
し
て
最
低
一
名
で
も
子
供
が
受
洗
し
て
い

挨
拶
は
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
と
も
い
う
。

る
事
例
は
わ
ず
か
に
一
一
世
帯
（
一

0
・
六
八
%
）

を
み
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
親
夫
婦
の
年
齢
別
で
は
、
八
O
歳
代
で
三
、
七
O
歳

代
で
四
、
六
O
歳
代
で
四
と
す
べ
て
六
O
歳
以
上
で
あ
る
。
五
O
歳
代
以
下
の
場
合
、
た
と
え
両
親
と
も
に
受
洗
し
て
い
た
と
し
て
も
、

（
あ
る
い
は
受
洗
し
な
い
て
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
夫
ま
た
は
妻
の
み
の
受
洗
世
帯
で
は

子
供
の
受
洗
は
皆
無
で
あ
る
。
今
日
、
お
水
授
け
が
稀
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
二
、
三
O
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

子
供
は
ま
だ
受
洗
し
て
い
な
い

一一



四

る
と
い
、
っ
。

歳
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
役
職
に
あ
る
こ
者
の
例
を
記
し
て
お
こ
う
。
現
在
お
授
け
役
で
世
襲
制
の
御
番
役
で
も
あ
る

O
氏
（
七
一

は
、
そ
の
子
供
三
名
の
う
ち
、
長
男
は
海
難
事
故
死
、
受
洗
し
て
い
る
次
男
は
漁
船
員
で
不
在
が
多
い
た
め
、
三
男
M
氏
（
二
九

歳
）
を
後
継
者
と
し
て
先
年
お
水
授
け
を
し
た
と
い
う
。
他
方
、
輪
番
制
の
お
授
け
役
M
氏
（
六
四
歳
）

の
場
合
、
曽
祖
父
、
祖
父
、
父

と
代
々
お
授
け
役
や
御
番
役
と
い
う
役
中
を
勤
め
た
家
系
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
子
供
二
男
二
女
の
い
ず
れ
に
も
お
水
授
け
を
う
け
さ

せ
て
い
な
い
。
長
男
、
長
女
、
二
女
は
未
受
洗
の
ま
ま
す
で
に
他
県
に
転
出
し
て
お
り
、
二
男
I
氏
（
一
一
一
一
歳
）

の
み
が
生
月
に
残
っ
て

は
い
る
が
、
「
船
員
だ
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
」
と
断
言
す
る
。
こ
の
お
授
け
役
で
す
ら
あ
る

M
氏
の
事
例
は
、

生
月
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
い
て
特
殊
な
例
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
強
度
と
伝
達
、
継
承
に
関
す
る
今
一
つ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
オ
ラ
シ
ョ

（
御
諦
）
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
オ
ラ

シ
ョ
は
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
諸
行
事
、
儀
礼
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
中
核
的
部
分
で
あ
り
、
本
来
的
に
は
、
す
べ
て
の
男
性

メ
ン
バ
ー
は
請
ん
じ
て
奉
唱
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ラ
シ
ョ
は
ラ
テ
ン
文
そ
の
ま
ま

の
も
の
や
慶
長
年
間
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
口
伝
で
あ
る
た
め
に
か
な
り
説
っ
て
お
り
、
今
日

そ
の
文
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
難
解
な
祈
稽
文
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、

か
れ
ら
は
オ
ラ
シ
ョ
を
「
も
ん
じ
ゃ
も
ん
じ

ゃ
」
と
も
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
全
部
奉
唱
す
る
の
に
四
、
五

O
分
を
要
す
る
オ
ラ
シ
ョ
を
暗
記
す
る
に
は
、
相
当
の
努
力
と
忍
耐
が
必

須
で
あ
る
し
、
何
よ
り
も
確
固
た
る
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
そ
の
基
盤
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
部
在
を
み
た
場
合
、
組
所
属
世
帯
の
男
性
戸
主
九
六
名
の
う
ち
、
完
全
に
オ
ラ
シ
ョ
を
奉
唱
で
き
る
の
は
コ
二
名
（
三
二
・
二

九
%
）

で
三
分
の
一
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
お
水
授
け
の
場
合
と
同
じ
く
、
オ
ラ
シ
ョ
も
高
齢
者
ほ
ど
奉
唱
で
き
、
人

O
歳
以
上
の
一
一
一
名

は
す
べ
て
、
七

O
歳
代
一
二
名
中
一

O
名
（
八
二
・
三
三
%
）

は
完
全
に
奉
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
六
O
歳
代
二
七

名
中
一

O
名
（
三
七
・

O
九
%
）
、

五
O
歳
代
二
二
名
中
七
名
言
二
・
八
二
%
）

と
激
減
し
、
四

O
歳
代
に
な
れ
ば
一
六
名
中
た
だ
一



名
（
六
・
二
五
%
）

と
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

堺
目
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
組
所
属
の
男
性
戸
主
三
四
名
の
う
ち
、
オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
可
能
な
者
は
一

O
名
（
二

九
・
四
一
一
%
）
、
す
べ
て
五

O
歳
以
上
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
準
会
員
で
は
二
名
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
堺
目
の
場
合
、
オ
ラ
シ
ョ
全

部
で
は
な
く
、
「
ロ
ッ
カ
ン
」
（
「
ク
ロ
ス
」
「
万
事
か
な
ひ
給
い
」
「
御
体
巻
き
」
「
キ
リ
ア
メ
マ
リ
ヤ
」
「
ケ
レ
ン
ド
」
「
パ
ラ
イ
ゾ
l
」
の

六
つ
の
オ
ラ
シ
ョ
か
ら
な
る
）
を
奉
唱
で
き
る
者
は
一
五
名
、
準
会
員
の
な
か
に
も
一

O
名
ほ
ど
い
る
。
最
近
の
山
田
で
は
オ
ラ
シ
ョ
を

書
き
写
し
た
ノ

l
ト
を
見
な
が
ら
奉
唱
す
る
、
と
い
う
方
式
を
採
用
す
る
な
ど
伝
統
と
異
な
っ
た
動
き
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
高
齢
者
に
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
の
が

い
ず
れ
に
し
ろ
、

オ
ラ
シ
ョ
を
完
全
に
奉
唱
で
き
る
者
は
い
た
っ
て
減
少
し
、

い
つ
わ
ら
ざ
る
現
実
と
い
っ
て
も
よ
い
。
古
老
に
よ
れ
ば
、
近
年
若
年
層
の
聞
に
幾
ら
か
オ
ラ
シ
ョ
を
習
う
と
い
う
気
運
が
生
じ
て
き
て

い
る
と
い
う
。
し
か
る
に
、
こ
の
こ
と
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
復
興
の
ゆ
え
と
い
う
よ
り
、
最
近
テ
レ
ピ
な
ど
で
オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
風
景
が

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
生
月
に
は
オ
ラ
シ
ョ
保
存
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ

す
ら
結
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
年
中
行
事
と
信
仰
内
容

生月のかくれキリシタン研究

次
に
、
生
月
の
キ
リ
シ
タ
ン
祭
記
組
織
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
主
要
な
年
中
行
事
を
記
し
て
お
こ
う
。
年
中
行
事
は
地
区
に
よ
っ

て
若
干
の
異
動
が
観
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
筋
に
お
い
て
は
大
同
小
異
と
も
い
い
う
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
八
八

度
の
一
部
在
の
そ
れ
の
み
を
記
載
し
て
お
き
た
い
。

昭
和
六
三
）
年

行

事

新
暦
（
月
日
）

旧
暦
（
月
日
）

一
、
御
前
様
参
詣

五



二
、
お
聞
き
・
餅
な
ら
し

三
、
ご
じ
ん
き
ん

（
家
払
い
）

四
、
悲
し
み
の
入
り

五
、
悲
し
み
の
中
御
恩
札

六
、
花
参
り

八七

お上
世fが
上fり
祭

九
、
四

O
日
目

一O、

一O
日
目

一
一
、
三
日
目

一
二
、
田
祈
鵡

一
三
、
土
用
中
様

一
四
、
御
願
立
て
・
御
願
成
就

一
五
、
じ
ぴ
り
あ
様

七六

御f御
科L屋
払敷
い様

（
お
と
ぽ
ら
い
）

一
八
、
お
産
待
ち

一
九
、

お
誕
生

二
O
、
エ
ス
テ
ワ
ン
様

一
・
四

一一． 
一一

ニ・
4

ハ

一
－ 一一一

。
三
・
二
五

四
・
二
八

五
・
七

五
・
九

六
月
中
旬
ま
で

七
・
二
七

七
・
三
一

八
・
二
八

一0
・
九

一
0
・
二
三

二
一
・
一
七

二

了

一

八

二
一
・
一
九

一
一
一
・
一
ム
ハ人

一
・
二
五

一． 
一

二
・
八

一． 
一一一

一一． 
一
一一

三
・
二
四

六
・
一
四

六
・
一
八

七
・
一
七

八
・
二
九

九
・
二
一
一

一
一
・
九

一
一
・
一

O

一
一． 
一
一

ー
ムノ、



二
一
、
ジ
ワ
ン
様

二
一
・
二

O

一
一． 
一一一

二
二
、
子
供
の
祝
い
日

一一一． 
一一

一
一． 

一一

二
三
、
ド
メ
イ
ゴ
祝
い
日

二
了
二
五

一
一
・
一
七

二
四
、
御
そ
ぴ
ょ
う
様

一
一
了
三
O

一
一． 
一一一一一

二
五
、
茶
屋
の
ジ
サ
ン
パ
ン
パ
の
日
旧
一

O
月
八
日
l
一
O
月
一
一
日
ま
で
の
間

つ
ま
り
納
戸
神
、
御
前
様
を
杷
る
御
番
役
宅
で
行
な
わ
れ
、
主
と
し
て
組
の
代

表
者
で
あ
る
「
み
弟
子
」
が
参
加
す
る
。
行
事
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の

い
く
つ
か
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
る
に
と
ど
め
た
い
。

右
に
記
し
た
年
中
行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
つ
も
と
」

一
、
御
前
様
参
詣
は
い
わ
ゆ
る
新
年
の
初
詣
で
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
垣
内
」
の
一
般
キ
リ
シ
タ
ン
が
参
詣
す
る
が
、
組
に
所
属
し
て

い
な
い
非
キ
リ
シ
タ
ン

（
か
つ
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）

の
参
詣
者
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
二
、

の
お
開

き
は
御
前
様
に
供
え
た
「
お
す
わ
り
」
（
鏡
餅
）
を
切
り
、

み
弟
子
に
配
る
日
で
あ
る
。
み
弟
子
は
自
ら
の
組
の
各
家
に
そ
の
餅
を
再
分

生月のかくれキリシタン研究

配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
、
ご
じ
ん
き
ん
は
他
地
区
で
は
「
家
払
い
」
と
呼
ば
れ
、
お
授
け
役
が
各
家
を
巡
回
し
て
、
中
江
ノ
島
で

汲
み
と
っ
た
聖
水
「
サ
ン
・
ジ
ワ
ン
様
」
で
放
い
清
め
る
行
事
で
あ
り
、

一
年
の
厄
払
い
と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
。

四
、
悲
し
み
の
入
り
は
、
文
字
通
り
キ
リ
ス
ト
の
受
難
の
節
へ
の
入
り
で
あ
る
。
六
、
は
「
枝
の
主
日
」
で
あ
り
、
七
、
上
り
は
「
復

お
世
上
祭
は
「
聖
体
行
列
」
の
こ
と
だ
と
い
う
。
九
、
四
O
日
目
は
キ
リ
ス
ト
昇
天
の
祝
日
、

活
主
日
」
、
入
、

一
O
日
目
は
聖
霊
降
臨

の
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祝
日
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
二
、
田
祈
祷
で
は
豊
か
な
稔
り
と
風
虫
害
の
被
害
の

な
き
よ
う
に
と
祈
願
す
る
。

一
三
、
土
用
中
様
は
本
来
的
に
は
つ
も
と
の
御
前
様
を
天
日
に
曝
し
、
御
番
役
が
御
前
様
の
御
堂
を
清
掃
す

る
日
で
あ
る
。
こ
の
目
、
役
中
が
集
参
し
て
暦
年
後
半
部
の
行
事
の
日
取
り
を
決
め
る
。

一
四
、
御
願
立
て
・
御
願
成
就
は
、
今
年
度
の

二
ニ
七



一
三
八

豊
作
祈
願
を
な
し
、
前
年
度
の
願
立
て
が
成
就
し
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

一
五
、
じ
ぴ
り
あ
様
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
お
盆
」
と
考
え
て
お

り

一
七
、
お
科
払
い
も
同
じ
く
祖
先
供
養
と
さ
れ
て
い
る
。

一
八
、
お
産
待
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
プ
で
安
産
祈
願
を
な
し
、

エ
ス
テ
ワ
ン
様
、
二
一
、
ジ
ワ
ン
様
は
と
も
に
生
月
の
殉
教
者
の
命
日
で

が
密
偵
に
捕
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
命
日
で
あ

一九、

お
誕
生
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
祝
う
。
二

O
、

あ
る
。
二
五
、
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
茶
屋
の
ジ
サ
ン

（
爺
さ
ん
）

字、．．
 

，，
A
T

、、

，，、．，，

（
婆
さ
ん
）

る
と
い
、
っ
。

こ
れ
ら
の
諸
行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
「
つ
も
と
」
行
事
で
あ
り
、

つ
も
と
に
役
中
が
集
参
し
て
御
前
様
に
オ
ラ
シ
ョ
を
奉
唱
す
る
。
し
か

し
、
四
、
悲
し
み
の
入
り
、
六
、
花
参
り
、
七
、
上
が
り
、
一
五
、
じ
ぴ
り
あ
様
、
一
七
、
御
科
払
い
は
組
単
位
で
行
な
わ
れ
る
。
組
所

属
世
帯
の
み
に
よ
る
今
一
つ
の
行
事
に
「
お
札
」
が
あ
る
。
原
則
的
に
は
月
に
一
度
と
い
う
が
、
現
実
に
は
二
月
に
一
度
、
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
は
年
に
四
度
で
あ
る
。
み
弟
子
宅
に
集
り
、
男
女
二
組
か
ら
な
る
一
六
枚
の
木
札
を
ひ
く
の
で
あ
る
。
み
弟
子
（
ま
た
は
オ
ラ
シ
ョ

奉
唱
の
で
き
る
人
）

が
「
ロ
ッ
カ
ン
」
を
唱
え
、
出
席
者
が
そ
の
家
族
全
員
の
木
札
を
ひ
き
、
士
ロ
凶
を
占
う
の
で
あ
る
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
右
に
あ
げ
た
以
外
に
も
生
月
に
は
ダ
ン
ジ
ク
様
、
サ
ン
・
パ
プ
ロ

l
様、

ア
ン
ト
ウ
様
、
ガ
ス
バ
ル
様
、
人

体
様
、
千
人
松
等
々
と
い
っ
た
、
殉
教
者
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
聖
地
が
多
く
点
在
す
る
。
か
れ
ら
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
り
、
こ
れ
ら
を
杷
る

行
事
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
も
か
く
、
生
月
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
つ
も
と
お
よ
び
組
に
よ
る
年
中
行
事
を
み
る
と
、
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
ろ
き
を
禁
じ
え
な

ぃ
。
ま
さ
に
、
文
字
通
り
の
儀
礼
中
心
主
義
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
の
詳

細
な
由
来
も
ま
た
意
義
も
充
分
な
理
解
の
な
い
ま
ま
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
納
戸
神
、
御
前
様
に
オ
ラ
シ
ョ
を
奉
唱
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

つ
も
と
行
事
に
は
必
ず
酒
食
が
と
も
な
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
行
事
に
際
し
て
宴
席
を
設
け
る
の
は
、
役
人
の
監
視
の
目
を
避
け
た
と
い

う
か
つ
て
の
方
策
の
名
残
り
で
あ
る
、
と
の
説
明
も
あ
る
。
従
来
は
、
も
っ
と
盛
大
に
行
っ
て
い
た
が
、
経
費
の
関
係
で
近
年
か
な
り
簡

略
化
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
察
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
で
も
な
お
相
当
の
経
費
が
必
要
で
あ
ろ
う
こ
と



が
感
じ
ら
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
衰
退
の
遠
因
の
一
つ
に
こ
の
経
費
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
印
象
を
う
け
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

つ
も
と
行
事
そ
し
て
組
行
事
と
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
驚
ろ
く
ほ
ど
数
多
く
の
儀
礼
的
実
践
が
み
ら
れ
る
反
面
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の

教
義
的
側
面
に
つ
い
て
の
知
的
理
解
は
い
ち
じ
る
し
く
浅
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
指
導
的
地
位
に
あ
る
役
職
者
の
一
部
が
諸
行
事
に

つ
い
て
若
干
の
説
明
を
な
し
う
る
と
し
て
も
、

一
般
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
も
つ

と
も
、
か
れ
ら
の
聞
に
明
確
な
教
義
体
系
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
シ
ン
ク
レ

テ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
ヵ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
仏
教
、
神
道
そ
し
て
民
間
信
仰
が
幾
重
に
も
混
り
合
い
、
呪
術
的
要
素
も
か
な
り
多
く
見
出
さ
れ

る
な
ど
、
明
確
な
か
た
ち
で
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
温
存
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
か
れ
ら
の
最
高
指
導
者
の
一
人
、
あ
る
お

い
く
ら
か
教
義
的
な
も
の
を
理
解
す

授
け
役
で
す
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
贈
っ
た
『
ど
ち
り
な
・
き
り
し
た
ん
』

（
岩
波
文
庫
版
）
を
読
み
、

る
こ
と
が
で
き
た
、
と
語
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
容
易
に
そ
の
度
合
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
長
期
に

生月のかくれキリシタン研究

わ
た
る
諸
宗
教
の
混
滑
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
系
、
神
道
系
そ
の
他
に
由
来
す
る
神
々
の
多
神
教
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
そ
れ
に
農
事

と
強
い
関
連
を
も
っ
現
世
利
益
、
加
え
て
祖
先
崇
拝
が
、
今
日
の
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
諸
行
事
か
ら
推
定
さ
れ
う
る
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰

の
中
核
的
な
も
の
と
み
な
し
て
も
大
き
な
間
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

わ
れ
わ
れ
は
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
若
干
の
側
面
に
み
ら
れ
る
最
近
の
動
向
を
観
察
し
て
き
た
。
生
月
に
お
い
て
は
、

一
方
で
は
、
納
戸

神
、
御
前
様
と
い
っ
た
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
群
を
中
核
に
、
免
H
触
と
い
う
地
縁
的
社
会
構
造
と
も
密
接
に
結
合
し
た
、
お
授
け
役
l
つ
も

か
ら
な
る
祭
杷
組
織
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
組
所
属
世
帯
の
減
少
傾
向
は
否
定

と
（
御
番
役
）

ー
組
（
コ
ン
パ
ン
ヤ
）

で
き
な
い
が
、
今
日
、
依
然
と
し
て
頻
繁
な
年
中
行
事
を
と
り
行
う
な
ど
、
か
な
り
強
固
に
機
能
し
て
い
る
す
が
た
を
み
る
こ
と
が
で
き

一
三
九



四
0 

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
個
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
お
水
授
け
（
洗
礼
）
あ
る
い
は
オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
の
習
得
に
関
す
る
限
り
、
先
行
研
究

を
欠
く
ゆ
え
に
正
確
な
対
比
は
で
き
な
い
が
、
往
時
に
比
し
て
衰
退
の
度
合
い
は
い
ち
じ
る
し
い
。
と
り
わ
け
、
高
齢
者
層
と
若
年
齢
層

と
の
聞
に
は
大
き
な
そ
し
て
明
白
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
示

さ
れ
る
限
り
、
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
団
に
お
け
る
個
々
の
信
仰
の
強
度
は
か
な
り
低
く
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
次
世
代
層
に
対
す

る
信
仰
の
伝
達
、
継
承
も
い
た
っ
て
困
難
な
状
況
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
断
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
数
度
に
わ
た
っ
て
参

与
観
察
を
試
み
た
諸
行
事
に
し
て
も
、
そ
れ
へ
の
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
世
帯
を
代
表
す
る
高
齢
者
を
み
る
の
み
で
あ
る
。
端
的
な
表
現

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
け
る
外
的
形
式
的
側
面
に
は
依
然
強
固
な
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
、
実
質
的
内
面
に
は
か

な
り
の
衰
退
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
教
体
系
が
も
は
や
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
個
人
の
霊
魂
の
救
済
宗
教
で
は
な
く
、
む

し
ろ
「
家
」
を
単
位
と
し
た
構
造
に
変
様
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
加
速
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
日
本
仏
教
に
特
徴
的
な
寺
H
檀
家
制
に
も
擬
せ
ら
れ
る
す
が
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
み
じ
く
も
、
あ
る
御

番
役
が
「
正
月
の
御
前
様
参
詣
に
は
檀
家
の
み
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
人
も
多
数
参
詣
に
く
る
」
と
、
そ
の
垣
内
の
こ
と
を
「
檀
家
」
と

呼
ん
で
い
た
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
あ
た
か
も
生
月
に
残
っ
た
者
の
誰
か
が
財
産
・
家
督
を
相
続
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
世

帯
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
家
」
を
継
ぐ
と
い
う
か
た
ち
で
の
組
織
所
属
の
継
承
が
実
情
と
い
え
よ
う
。
こ
の
場
合
、
個
人
の
信
仰
に
も
と
づ

く
洗
礼
の
有
無
や
オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
の
可
否
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
有
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
お
水
授
け
を
受
け
た
者
や
オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
者
の
き
わ
立
っ
た
減
少
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祭
杷
組
織
そ
れ
自
体

の
存
続
率
は
意
外
に
高
く
、
か
な
り
の
強
さ
を
保
持
し
な
が
ら
機
能
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
し
か
に
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
を
め
ぐ
る
客
観
的
状
況
は
、

か
れ
ら
に
有
利
に
展
開
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
か
れ
ら
の
存
続
を



お
び
や
か
す
外
的
圧
力
の
強
力
な
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
農
業
集
落
の
在
に
居
住
す
る
キ

リ
シ
タ
ン
家
族
の
大
部
分
は
兼
業
農
家
で
あ
る
。
近
年
の
農
業
の
不
振
は
、
と
り
わ
け
こ
れ
ら
キ
リ
シ
タ
ン
農
家
の
若
年
層
を
直
撃
し
、

就
業
先
を
求
め
て
都
市
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
る
。
生
月
に
お
け
る
農
業
就
業
人
口
の
急
激
な
減
少
は
こ
の
事
実
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
と
え
か
れ
ら
が
生
月
に
残
っ
た
と
し
て
も
、
ま
き
網
漁
船
の
乗
組
員
と
し
て
一
年
の
大
半
は
船
上
生
活
を
強
い
ら
れ
る
し
、
土
木

工
事
作
業
員
や
杜
氏
と
し
て
の
出
稼
ぎ
な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
生
月
を
不
在
に
す
る
機
会
が
多
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
信
仰
体
系
の
不
明

確
さ
と
オ
ラ
シ
ョ
習
得
の
困
難
さ
と
忍
耐
と
は
、
こ
う
し
た
人
々
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
教
体
系
を
敬
遠
す
る
大
き
な
理
由
と
も
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、
行
事
、
儀
礼
が
主
体
で
あ
る
こ
の
宗
教
体
系
は
、
生
月
の
地
を
は
な
れ
て
は
ま
っ
た
く
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

生
月
の
宗
教
的
風
土
お
よ
び
地
縁
社
会
と
密
接
に
結
合
し
た
、

ま
さ
に
限
定
さ
れ
た
一
地
域
の
み
に
展
開
す
る
「
地
域
宗
教
」

（
『

ass－
zz同
吉
田
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
客
観
的
状
況
な
い
し
外
的
圧
力
の
今
一
つ
の
影
響
と
し
て
、
多
分
に
間
接
的
と
も
い
え
よ
う
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
内
的

側
面
か
ら
の
動
き
に
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
い
わ
ば
弱
体
化
の
傾
向
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
今
日
の
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の

か
つ
て
死
を
賭
し
て
信
仰
を
守
り
通
し
た
殉
教
者
の
血
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
現
実
に
も

大
半
の
親
そ
し
て
指
導
者
は
、

生月のかくれキリシタン研究

は
や
果
敢
に
抗
す
る
こ
と
な
く
、
例
外
的
な
一
部
の
指
導
者
層
を
除
く
と
、
決
し
て
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
の
推
進
者
と
は
い
い
え
な
い
こ
と

い
た
っ
て
消
極
的
姿
勢
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

む
し
ろ
、
存
続
へ
の
意
欲
を
喪
失
し
た
「
あ
き
ら
め
」
に
も
似
た
感
情
を
有
し
て
い
る
。
「
自
分
た
ち
が
死
ね
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
も
終
り

で
あ
る
。
あ
え
て
い
え
ば
、
自
ら
の
代
だ
け
は
何
と
か
し
て
そ
れ
を
保
ち
た
い
と
い
う
、

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
後
継
者
た
る
次
世
代
に
対
す
る
積
極
的
な
宗
教
的
社
会
化
の
試
み
は
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
の
結
果
が
、
お
水
授
け
を
う
け
オ
ラ
シ
ョ
習
得
を
志
願
す
る
若
者
が
皆
無
に
近
い
と
い
う
す
が
た
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
月
の
各
地
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者
ゆ
か
り
の
聖
地
が
点
在
し
、
納
戸
神
の
崇
拝
者
の
群
は
ひ
ろ
い
裾
野
を
形
成

し
て
い
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
の
雰
囲
気
が
充
満
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ

四



四

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
動
向
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
果
し
て
古
老
の
い
う
よ
う
に
、
か
れ
ら
の
世
代
で
終
罵
を
迎
え
る
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
性
急
な
将
来
の
予
測
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
と
く
に
祭
杷
組
織
に
関
す
る
側
面
の
観
察
か
ら
、

次
の
よ
う
に
語
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

組
織
を
変
革
し
た
堺
目
に
お
け
る
準
会
員
の
在
り
方
は
確
か
に
示
唆
的
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
組
を
離
脱
し
祭
組
組
織
そ
れ
自
体
に
所
属

し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
つ
も
と
と
は
結
合
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
儀
礼
的
慣
行
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
も
一
つ
の
存
続
の

方
向
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
が
み
て
き
た
よ
う
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
記
組
織
は
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
過
去
数
百
年
に
わ

た
り
綿
々
と
存
続
し
て
き
て
お
り
、

い
と
も
簡
単
に
崩
壊
し
去
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
組
織
は
地
縁
的
社
会
構
造
と
密
接
に
結
合

し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
親
愛
の
情
を
も
っ
て
崇
拝
し
て
き
た
納
戸
神
、
御
前
様
を
中
核
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
現
実
の
す
が
た
が

従
来
の
そ
れ
と
比
し
て
何
ら
か
の
変
化
と
刷
新
を
み
せ
る
こ
と
は
必
至
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
観
察
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
た
と

え
そ
の
所
属
世
帯
成
員
が
誰
一
人
と
し
て
お
水
授
け
を
う
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
オ
ラ
シ
ョ
奉
唱
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
キ
リ

シ
タ
ン
世
帯
と
し
て
そ
の
所
属
を
容
認
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
納
戸
神
、
御
前
様
と
い
う
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
群
を
め
ぐ
り
、
無

病
息
災
・
家
内
安
全
・
そ
れ
に
農
事
と
関
連
し
た
現
世
利
益
、
祖
先
崇
拝
を
主
目
的
と
し
た
多
神
教
的
儀
礼
中
心
主
義
の
形
態
を
と
り
な

が
ら
、
生
月
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
は
今
後
も
な
お
相
当
の
期
間
存
続
し
、
か
つ
機
能
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
幻
）
生
月
山
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
御
中
江
さ
ん
じ
ゅ
う
わ
ん
様
御
歌
」
を
記
し
て
お
く
（
村
尾
律
雄
氏
ノ
l
ト
よ
り
）
。

ん
1
前
わ
な
前
わ
泉
水
ゃ
な
あ
ー
あ

後
わ
な
高
き
岩
な
る
ゃ
あ
！
な
あ
ー
あ

四
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四

前
も
な
後
も
潮
で
あ
か
す
る
ゃ
あ
な
あ
ー
あ

ん
l
此
の
春
わ
な
あ
l

桜
な
花
か
や
散
る
じ
る
や
な
あ
あ
ー

ま
た
来
る
春
わ
な
つ
ぽ
む
開
く
る

花
で
あ
る
ぞ
や
な
あ
ー
あ

生
月
山
田
に
は
ダ
ン
ジ
ク
様
の
御
歌
と
い
わ
れ
る
「
地
獄
様
」
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
村
尾
氏
の
ノ

1
ト
に
し
た
が
っ
て
記
し
て
お
く
。

ん
l
参
ろ
ゃ
な
参
ろ
ゃ
な

ば
ら
い
ぞ
の
寺
に
ぞ
参
ろ
や
な
あ
ー
あ

ば
ら
い
ぞ
の
寺
と
わ
申
す
る
や
な
あ
ー
あ

広
い
な
寺
と
は
申
す
る
や
な
あ
ー
あ

広
い
な
せ
ば
い
わ
我
が
胸
に
あ
る
ぞ
や
な
あ
ー
あ

ん
l
柴
田
山
柴
田
山
今
わ
な
涙
の
先
な
る
や
な
あ
l

先
わ
な
助
か
る
道
で
あ
る
ぞ
や
な
あ
ー
あ

「
さ
ん
じ
ゅ
う
わ
ん
様
御
歌
」
も
こ
の
「
地
獄
様
」
も
と
も
に
い
た
っ
て
素
朴
で
は
あ
る
が
、
殉
教
者
の
悲
し
み
と
せ
っ
せ
っ
と
訴
え
る
希
望

を
偲
ば
せ
、
聴
く
者
の
心
を
打
つ
歌
で
あ
る
。

（
お
）
古
野
清
人
著
、
前
掲
書
二
四
一
頁
以
下
。

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
み
ら
れ
る
シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
の
一
、
二
の
事
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

付
、
か
れ
ら
の
オ
ラ
シ
ョ
は
「
神
寄
せ
」
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
そ
の
中
に
は
次
の
ご
と
き
ま
さ
に
多
神
教
的
す
が
た
が
観
察
さ
れ
る
。

三
方
大
皇
神
様
伊
勢
神
宮
様
先
祖
様
ハ
ジ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
ワ
レ
ラ
ガ
デ
l
ウ
ス
サ
ン
タ
ク
ロ
ス
ノ
オ
ン
シ
ル
シ
ヲ
モ
ッ
テ
ワ
レ

ラ
ガ
オ
ン
ナ
ジ
デ
l
ウ
ス
テ
キ
ヲ
ノ
ガ
セ
タ
モ
ウ
デ
ウ
ス
パ

l
テ
ロ
ヒ
リ
ヨ
ス
ベ
リ
ト
サ
ン
タ
ノ
ミ
ナ
ヲ
モ
ツ
ァ
テ
オ
オ
ガ
ミ
タ
ノ
ミ
タ
テ

マ
ツ
ル
（
村
尾
律
雄
氏
ノ
l
ト
よ
り
）

口
、
か
れ
ら
は
当
然
仏
教
徒
で
も
あ
る
の
で
、
仏
檀
を
新
規
に
購
入
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
役
職
者
が
次
の
よ
う
な
御
諦
詞

を
唱
え
「
仏
壇
の
魂
入
れ
」
を
行
う
の
で
あ
る
。

（
必
中
H
か）

「
何
が
」
と
申
す
る
者
が
新
作
仕
に
つ
き
ま
し
て
御
向
へ
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
御
聖
水
を
も
っ
て
仏
壇
の
魂
入
れ
の
御
祈
祷
を
い
た
し
ま
す
。

22 
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頓
死
凍
病
い
き
合
い
致
し
ま
せ
ん
様
に
我
等
が
デ
ウ
ス
に
頼
み
奉
る
。
ア
ン
メ
l
ジ
ゾ
ウ
ー

ま
た
、
次
の
よ
う
に
祈
願
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ド
メ
ゴ

l
ス
と
申
す
る
者
が
仏
壇
の
新
作
仕
に
つ
き
ま
し
て
御
向
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
御
水
を
も
っ
て
仏
壇
の
魂
入
れ
を
い
た
し
ま
す
。
。
。

家
の
先
祖
代
々
の
御
霊
が
新
御
仏
壇
に
お
移
り
い
た
だ
き
先
祖
様
の
安
ら
か
な
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
願
く
ぱ

O
O家
の
御
繁
栄
と
併

せ
て
御
家
族
御
一
統
の
御
多
幸
を
我
等
が
デ
ウ
ス
に
念
じ
奉
る
。
ア
ン
メ
l
ジ
ゾ
ウ
I
（
大
畑
博
氏
ノ
l
ト
よ
り
）

（M
）
「
戻
し
」
に
際
し
て
の
御
調
調
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
故
人
の
名
）
と
申
す
る
者
が
御
葬
々
に
つ
き
ま
し
て
世
界
で
は
悪
人
な
れ
共
、
善
人
に
お
も
り
返
へ
な
さ
れ
ま
し
て
御
前
の
上
の
御
な
る
様
に
頼

み
奉
る
ア
ン
メ
ジ
ゾ
ウ
l

（
故
人
の
名
）
と
申
す
る
者
が
御
葬
々
に
つ
き
ま
し
て
御
コ
ン
タ
ツ
様
を
御
迎
へ
申
し
て
い
た
だ
か
せ
ま
す
る
は
今
ば
か
り
天
狗
岳
も
か
け
申
さ
ん

よ
う
に
火
の
山
も
お
除
け
な
さ
れ
か
の
山
も
御
除
け
な
さ
れ
ま
し
て
新
し
ゃ
棺
に
仕
込
ん
で
す
ぐ
に
参
れ
や
天
の
パ
ラ
イ
ゾ
l

（
三
回
く
り
返
し
）

パ
ラ
イ
ゾ
！
と
・
申
す
る
も
の
は
地
獄
の
上
の
天
の
こ
と
な
り
や
ア
ン
メ
ジ
ゾ
ウ
1
（
大
畑
博
氏
ノ
l
ト
よ
り
）

な
お
、
回
北
氏
は
「
も
ど
し
」
に
つ
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
「
終
油
の
秘
蹟
」
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
（
前
掲
書
、
四
七
人
頁
以

下）。

（
お
）
生
月
と
同
系
統
の
キ
リ
シ
タ
ン
村
落
、
平
戸
市
根
獅
子
に
お
い
て
は
納
戸
神
を
「
辻
本
き
ま
」
と
い
う
。
牧
正
美
氏
は
「
辻
本
と
は
厨
子
は
一
般

在
家
に
見
ら
れ
る
厨
子
と
は
異
な
っ
た
本
格
的
な
造
営
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
般
在
家
に
も
厨
子
が
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
と
区
別

さ
れ
る
た
め
に
は
辻
本
厨
子
と
呼
ば
れ
た
」
と
の
森
岡
清
美
氏
の
考
察
（
「
あ
る
辻
本
の
記
録
」
『
真
宗
史
の
研
究
』
）
に
も
と
づ
き
、
根
獅
子
の
辻

本
と
同
じ
宗
教
組
織
上
の
位
置
に
あ
る
生
月
の
「
つ
も
と
」
が
、
「
つ
じ
も
と
」
の
短
略
化
さ
れ
た
語
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
（
「
キ
リ
シ
タ

ン
村
落
根
獅
子
の
宗
教
と
社
会
l

「
納
戸
神
」
信
仰
の
社
会
学
的
考
察
1
」
『
哲
学
年
報
』
第
一
一
一
一
輯
、
昭
和
四
七
年
、
二
一
二
頁
）
。
こ
の
「
つ
も

と
」
名
称
の
起
源
説
は
一
考
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
お
）
「
組
」
（
コ
ン
パ
ン
ヤ
）
の
起
源
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
が
み
ら
れ
る
。
片
岡
弥
吉
氏
は
「
五
人
組
の
名
残
り
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
け
れ
ど
も
、
根
獅
子
慈
悲
仲
間
と
い
う
名
か
ら
想
定
す
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
『
組
』
の
下
部
組
織
に
由
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
（
『
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
l
歴
史
と
民
俗
」
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
四
二
年
、
一
一
一
一
頁
）
。
ま
た
、
回
北
耕
也
氏
も
「
コ
ン
パ
ン
ヤ
は
コ
ン
フ
ラ
リ
ヤ

（8
田
町
『
目
立
と
即
ち
講
社
で
、
ロ
ザ
リ
ヨ
の
組
に
起
源
す
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
が
、
生
月
で
聞
く
音
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の

n
o
g宮田
F
E
に
近
い
。
ィ
ェ

ズ
ス
会
の
こ
と
を
コ
ン
パ
ニ
ヤ
と
云
っ
た
の
が
耳
に
親
し
い
の
で
、
こ
の
方
が
残
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
キ
リ
シ
タ
ン
起
源
説
を
と
る
（
前
掲
書
、
二

一
四
五



一
四
六

五
六
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
柴
田
実
氏
は
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
記
組
織
が
宮
座
に
酷
似
し
て
い
る
と
し
て
、
「
つ
も
と
は
当
屋
に
当
り
、
コ
ン
パ

ン
ヤ
は
座
で
あ
る
と
す
れ
ば
御
弟
子
衆
は
お
と
な
衆
に
外
な
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
き
す
れ
ば
、
コ
ン
パ
ニ
ヤ
の
名
を
除
い
て
は
殆
ど
キ
リ
シ

タ
ン
と
し
て
の
特
色
を
有
せ
ず
、
む
し
ろ
わ
が
国
固
有
の
習
俗
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
」
と
の
主
張
を
し
て
い
る
（
京
都
大
学
平

戸
学
術
調
査
団
『
平
戸
学
術
調
査
報
告
』
一
九
五
O
年
、
二
ハ
＝
丁
四
頁
）
。

（
幻
）
田
北
耕
也
著
前
掲
書
二
五
七
｜
八
頁
。

（
お
）
古
野
清
人
前
掲
論
文
二
九
頁
以
下
。

（
空
前
掲
論
文
三
三
頁
。

｛
鈎
）
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
に
お
い
て
は
「
教
籍
簿
」
あ
る
い
は
「
洗
礼
記
録
」
の
ご
と
き
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。

（
幻
）
た
と
え
ば
、
里
元
触
の
大
畑
博
氏
を
中
心
に
「
生
月
星
お
ら
し
ょ
保
存
会
」
が
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。

（
沼
）
一
部
在
の
お
授
け
役
で
御
番
役
の
大
岡
留
一
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
お
）
た
と
え
ば
、
回
北
耕
也
著
前
掲
書
二
八
三
頁
以
下
、
古
野
清
人
著
前
掲
書
一
五
四
l
六
二
頁
、
片
岡
弥
土
ロ
著
前
掲
舎
一
九
二
l
七

頁
な
ど
。

（
泌
）
古
野
清
人
氏
は
、
か
か
る
す
が
た
を
示
し
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
教
体
系
を
、
「
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
の
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
い
う

（
前
掲
書
二
四
一
頁
以
下
。
注
（
お
）
参
照
の
こ
と
）
。

（
お
）
生
月
に
は
キ
リ
シ
タ
ニ
ズ
ム
と
関
連
す
る
習
俗
が
多
々
存
在
し
て
い
る
。
す
で
に
の
ベ
た
殉
教
者
と
か
か
わ
る
聖
地
は
、
豊
作
豊
機
、
安
産
、
家

内
安
全
、
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
場
で
も
あ
る
。
新
造
船
の
入
魂
は
し
ば
し
ば
中
江
ノ
島
で
、
あ
る
い
は
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
様
の
聖
水
を
用
い
て
行
な

わ
れ
る
。
十
字
形
に
切
っ
た
小
紙
片
の
「
オ
マ
プ
リ
」
や
聖
水
は
、
家
払
い
、
虫
払
い
、
家
内
安
全
、
安
産
祈
願
あ
る
い
は
病
気
治
療
な
ど
に
際
し

て
、
呪
術
的
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
。

付
記
生
月
キ
リ
シ
タ
ン
調
査
に
際
し
て
、
実
に
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
な
か
で
も
、
九
州
大
学
文
学
部
中
村
質
教
授
、
純

心
女
子
短
大
宮
崎
賢
太
郎
助
教
授
、
生
月
町
石
田
安
一
町
長
は
じ
め
役
場
、
教
育
委
員
会
の
方
々
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
役
職
で
あ
る
大
岡
留
一
、
大
畑

博
、
村
尾
律
雄
、
故
未
永
武
男
の
諸
氏
に
は
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
調
査
に
同
行
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
、
九
大
文
学

部
宗
教
学
研
究
室
の
諸
君
の
労
に
対
し
て
も
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。




